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Ⅰ　基本情報

指定管理者評価シート

事業名 青少年山の家運営管理費 所管課（電話番号） 教）生涯学習推進課　（211-3872）

１　施設の概要

名称 南区滝野247番地札幌市青少年山の家 所在地

指定単位

開設時期 平成元年９月 延床面積 5,234㎡

自然環境の中における宿泊を伴う集団生活、野外活動その他の活動を通じて青少年の健全な
育成を図ることを目的とする。

施設数：１施設

複数施設を一括指定の場合、その理由：

①統括管理業務
②施設・設備等の維持及び管理に関する業務
③施設における事業の計画及び実施に関する業務
④施設の利用等に関する業務
⑤前各号に掲げる業務に付随する業務

野外活動の指導助言・普及振興・調査研究、施設の利用調整など

管理研修棟、宿泊等、多目的ホール

２　指定管理者

公益財団法人さっぽろ青少年女性活動協会

令和5年４月１日～令和10年３月31日

公募

目的

事業概要

主要施設

名称

指定期間

募集方法

業務の範囲

３　評価単位
複数施設を一括評価の場合、その理由：

施設数：１施設
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Ⅱ　令和6年度管理業務等の検証

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

　条例、施行規則
及び各種取扱要
領に関する理解
と必要な利用者
対応について、日
常的に職員間で
確認できる体制を
整えているととも
に、基本方針に
基づき、平等利用
が確保されてい
る。

（１）統括管
理業務

項　目 実施状況
指定管理者
の自己評価

所管局の評価

1　業務の要求水準達成度

▽　管理運営に係る基本方針の策定

　令和６年度は、札幌市内小学校の宿泊学習利用
以外にも中学校や高校の研修としての利用増加、
昨年度より学校団体以外の一般団体の利用回復
が見られ利用者数増加につながった。
　新規プログラム開発のきっかけとするために生物
多様性プログラム（ESD）として、昆虫と植物をテー
マに学校団体へ協力を依頼して共同実施した。共
同実施した学校からも好評であった。
　野外炊事では使用する薪の数量を設定し、団体
で協力しエネルギーを大切に使用することを伝え
た。
　札幌市林間学校事業では、札幌市野外活動教育
研究会（以下、野活研）と事前打合、準備、研修な
どの関わりをとおして、お互いの強みを尊重しなが
ら、夏季・冬季林間学校の広報、事業企画、立案、
当日運営に協力して実施することができた。
　主催事業では、貧困からの体験格差を補完する
ことを目的に札幌まなびのサポート事業（通称：ま
なべぇ）との連携事業として「Re:とまるべぇ」を実施
した。当日は札幌市内からたくさんの中学生が参
加して、炊事や野外活動の体験活動、集団活動の
機会を提供した。
　さらに昨年度から実施している「あそびばざ～る
2025」では、札幌市と株式会社コロンビアスポーツ
ジャパン「持続可能な世界都市さっぽろの実現を目
指す包括連携協定」のプログラムとしてスノー
シューハイクや関係団体によるプログラムを実施し
たことで関係団体等とのネットワーク拡大につな
がった。
　施設管理では、令和６年度も国営滝野すずらん
丘陵公園と調整し、館内外を計画的に整備すること
により施設の維持管理に努めた。
　また、デジタルツールの導入について、各職員が
同時に情報共有が可能なメール、データ管理シス
テムを用いたクラウド管理を行い業務の効率化を
図った。
　

　社会情勢の変
化、利用者のニー
ズに常に対応する
ために、指定管理
業務計画書の検
証、自己評価を随
時行い、課題認識
と優先順位を検討
しながら施設管
理、運営を行った。

　管理運営業務
に係る基本方針
として『探究と対
話の家』という大
きなテーマを掲
げ、体験をとこと
ん楽しむ“探究の
家”、公正な社会
をうみだす“対話
の家”という２つ
のテーマと、３つ
の重点目標を設
定し運営を行っ
た。
　また、他団体と
の連携事業によ
るネットワークの
拡充のほか、デ
ジタルツールの
導入による業務
の効率化などに
も積極的に取り
組んでいる。

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

　基本方針に基づき、すべての市民及び利用者に
対して平等な利用を確保するため、使用承認に関
連する札幌市青少年山の家条例、同条例施行規
則及び各種取扱要領等に関する理解と必要な利
用者対応について、日常的に職員間で確認し統一
を図った。
　また、平等な情報提供のため、ホームページに施
設の利用案内動画や予約状況を掲載したほか、
ホームページのウェブアクセシビリティ確保に取り
組んだ。

　地方自治法第
244条第２項及び
第３項を遵守する
とともに、札幌市青
少年山の家条例を
はじめ、関係法令、
社会通念を鑑み、
すべての市民及び
団体に対して平等
利用の確保を行っ
た。
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　エネルギー使用
の検討・見直しを
行い、利用者に
対しても省エネに
ついて呼び掛け
るなど環境配慮
の推進に努めて
いる。

　統括責任者及
び職務代理者を
配置し、市教育委
員会等との対外
的な協議等につ
いて一元的な対
応が取られてい
る。また、施設運
営に関わる食堂
運営業者と共同
で研修を開催す
るなど、研修内容
も適宜見直しつ
つ、業務上必要と
される研修を実
施し、人材育成に
努めている。

　アンケート等で
寄せられた要望
や意見に対し、迅
速に対応できる
体制を整えられ
ているほか、関係
機関との連携等
も定期的に行わ
れている。
　一方、施設の安
全管理に関する
情報が施設内で
共有されていな
い状況も確認さ
れており、施設内
外問わず、今後も
より一層、速やか
な情報共有に努
めていただきた
い。

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進

　札幌市の環境方針及び札幌市環境マネジメント
システムに基づき作成した職員環境行動マニュア
ルに沿って、職員一人ひとりが行動を起こせるよ
う、日常業務や打合せで確認を行った。また、職員
研修においても環境教育の充実を図った。その
他、ペーパーレスを目指しデジタルデバイスの活用
を進め、裏紙の再利用についても取り組んだ。
　また、節電、節水に関しても省エネについて考え
てもらう掲示物の作成や活動プログラムに反映さ
せるなど、利用者とともに積極的に取り組んだ。

　指定管理業務の
遂行にあたって
は、温室効果ガス
排出量の削減につ
ながるエネルギー
使用量を掲示し、
事業活動のあらゆ
る場面において、
訪れる市民への環
境配慮行動の啓発
を行った。

▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、
従事者の確保・配置、人材育成）

　山の家の統括責任者として館長に野外施設部長
を配置し、当財団が指定管理者として管理運営す
る定山渓自然の村、北方自然教育園及び財団が
自主運営する滝野自然学園を含め、運営資源の連
動（事業、研修）を意識して取り組んだ。
　国営滝野すずらん丘陵公園を管理する「公園管
理事務所」及び公園の指定管理者である「ＳＰＡＣ
滝野管理センター」とも良好な関係を維持し、事業
連携に積極的に取り組んだ。
　また、管理業務計画書に基づき、１年をとおして
職員の資質向上を目的に研修を実施した。オンラ
イン環境のもとで、専門的知見を有する外部講師を
招いての研修も取り入れ実施した。

　当財団他施設と
連携し、野外教育
施設職員として必
要な資質の向上に
努めた。研修で
は、食堂運営業者
と共同で食中毒、ノ
ロウイルスの対策
を学んだ 。また、
ファシリテーション
等について学び実
践的に人材を育成
した。また、滝野公
園事業連携にも積
極的に取組んだ。

▽　管理水準の維持向上に向けた取組

　利用団体の満足
度の向上や新規利
用の獲得へ向けた
広報等について検
討し、SNSでの広
報発信に力を入れ
た。管理水準の維
持及び更なる向上
のため、施設職
員、当財団の他部
門職員、公園管理
者との情報共有・
連携を行った。

　利用者アンケートや利用者とのコミュニケーション
をとおして、寄せられた要望・意見に関する情報は
職員間で共有し、迅速に改善に取組んだ。また内
容により警備、清掃、給食業者とも随時伝達と意見
交換を行った。
　職員間の伝達では安全点検を含めて始業時の朝
礼と17時の終礼を毎日実施した他、実務担当者同
士の会議、運営に関わる会議、全体での会議な
ど、効果的かつ効率的に会議等を実施した。
　公園管理者とは公園合同連絡会議、安全衛生協
議会を通じて調整機会を定期的に設けた。
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　特に食堂や清
掃の受託事業者
との連携は密に
行われており、履
行水準の確保に
努めている。
　一方で、６か月
に１回実施すべき
検査が未実施で
あるなど、一部業
務の履行確認が
不十分であった
ほか、令和７年１
月に実施した水
質検査において、
女子浴室シャ
ワーからレジオネ
ラ属菌が検出さ
れていたにも関
わらず、検査結果
の内容を見落と
し、浴室の使用が
行われていたこと
については、受託
事業者に対する
適切な監督及び
組織的な履行確
認体制が不十分
であり、要求水準
を満たしていると
は言い難く、体制
等の見直しや改
善が必要である。
（※レジオネラ属
菌検出について、
事案が判明した
令和７年度に文
書による改善指
導を行っている）

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確
保、受託者への適切監督、履行確認）

　主に食堂業者に
対しては、アレル
ギーや異物混入、
食品衛生管理に関
わる研修の実施
や、情報交換を実
施した。清掃業者
については、感染
症予防に関わる消
毒作業の管理、施
設の清掃状況の管
理について情報共
有を行った。今後
も、安全衛生につ
いて随時、確認を
行い履行水準の確
保に努めていく。

　資格及び専門的知識・経験を必要とする業務に
ついて、当財団の規定に基づき業者選定や入札等
の所定の手続きを適切に行い、専門業者に委託し
た。委託業務の履行にあたっては、一部の業務の
不履行があり委託者として必要な指導、指示、検
査、確認が不十分だったため組織として改善し、再
発防止に努める。また、検査報告書の管理や点検
表の記録に不備があったため改善を図り適切に実
施していく。

１　給食業務
２　清掃業務
３　警備業務
４　塵芥処理業務
５　リネンサプライ業務
６　消防設備保守点検業務
７　地下タンク・埋設管点検業務
８　ボイラー煤煙濃度測定業務
９　小荷物専用昇降機保守点検業務
10　自家用電気工作物保守点検業務
11　水道水水質検査業務
12　浴槽水水質検査業務
13　貯湯槽水質検査業務
14　上り用湯水質検査業務
15　受水槽・貯湯槽等清掃消毒点検業務
16　汚水槽・グリスピット清掃業務
17　屋内外雑排水管清掃業務
18　浴場用ろ過循環配管薬品清掃業務
19　空気環境測定業務
20　ねずみ・衛生害虫等防除業務
21　吸煙装置保守点検業務（昇降点検）
22　吸煙装置保守点検業務（機械点検）
23　石油燃焼機器点検整備業務
24　研修棟ボイラー保守点検業務
25　多目的ホール高温風暖房機保守点検業務
26　多目的ホール温水ボイラー保守点検業務
27　除雪業務
28　産業廃棄物収集運搬処理業務
29　滝野すずらん丘陵公園森口門衛業務
30　建築物環境衛生管理技術者委託業務
31　建築基準法第十二条に基づく特殊建築物等の
点検
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　要求水準に従
い、運営協議会
は６か月に１回程
度開催されてお
り、管理業務状況
に係る報告等の
ほか、市民サー
ビスや管理水準
の維持向上に向
けた協議等が行
われており、終了
後は議事概要を
施設内に掲示し
ている。
　また、関係機関
とは適宜連絡調
整を行っており、
施設運営にあた
り良好な関係を
維持している。

　国営滝野すずら
ん丘陵公園へのヒ
グマ侵入は無かっ
たが、公園事務所
と随時協議し、開
園時間外の安全確
保策と利用環境確
保についてすり合
わせを行った。引
き続き良好な関係
を維持し、会議以
外の場において
も、日頃から密に
情報共有を行って
いく。

【滝野公園安全衛生会議】

・日　程　　６～２月（月１回）、年間９回開催
・メンバー　国営滝野すずらん丘陵公園事務所、
　　　　　　 滝野管理センター、
              公園内工事等の各業者
・内　容　　月の工事予定、安全管理について

・国営滝野すずらん丘陵公園事務所総務課長

・札幌市小学校長会副会長

・青少年山の家ボランティア代表
・公益社団法人札幌市子ども会育成連合会
　本部事務局長

・北翔大学生涯スポーツ学部
　健康福祉学科准教授
・札幌市野外活動教育研究会会長

・芸術の森地区連合会会長

・滝野町内会会長

・札幌市教育委員会生涯学習部
　生涯学習推進課長

・公益財団法人さっぽろ青少年女性活動協会
　野外施設部長（札幌市青少年山の家　館長）

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等
の開催）

開催回 協議・報告内容 　運営協議会で
は、札幌市外の学
校利用が増えたこ
とに対しての質問
があり、山の家で
実施した取組と今
後の展望について
説明を行った。
　また、車イス利用
者や利用者視点で
施設運営等につい
て意見をいただき、
現在の運営状況を
お伝えした上で今
後も教育委員会と
も協議しながら環
境整備に努めてい
くことを伝えた。

【滝野公園連絡会議】

・日　程　　４～３月(月１回)、年間12回開催
・メンバー　国営滝野すずらん丘陵公園事務所
　　　　　　　滝野管理センター
・内　容　　月の利用状況等の確認、協議連絡

第１回

令和６年６月12日（水）
＜配布資料＞
・令和５年度年度利用状況
・アンケート調査結果について
・令和５年度事業報告
・令和６年度年度事業計画について

第２回

令和６年12月４日（水）
＜配布資料＞
・令和６年度利用状況
・アンケート調査結果報告
・令和６年度事業中途報告（上半期
分）
・令和６年度下半期事業予定等につ
いて

＜協議会メンバー＞
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　苦情等への対
応手続きを整備
の上、要望・苦情
に対して迅速か
つ適切に対応し
ている。

　業務検査を通じ
て、適正に記録・
管理されているこ
とを確認してい
る。

　財務検査の結
果、適正に実施さ
れていることを確
認した。

【北海道青少年教育施設協議会会議】

　指定管理業務の実施にあたり、日誌等日々の記
録を行い、職員間での共有に努めた。また事業に
関する文書を電子データとして作成、保管を実施し
た。これらの記録は当財団の処務規程に基づき適
正に保管した。
　年度、各月ごとの活動が終了にあたり報告書を
作成し提出を行った。また、適宜実施する調査にお
いても報告を実施した。

　11月当施設で研
究協議会を実施
し、たくさんの職員
が参加することが
できた。実践的な
学びの場となった
とともに各施設と情
報交換を行うこと
ができた。得られた
知見を施設の運営
向上へとつなげ
た。

・日　程　 ５月総会・研究協議会（オンライン）
　　　　　   所長・職員研究協議会11月
　　　　　　 青少年山の家で実施
・メンバー 国立日高青少年交流の家、
　　　　　　大雪青少年自然の家、道内各ネイパル
　　　　　　他、施設協議会加盟施設（全17施設）
・内　容　 総会、研修会、交流会他

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）

　当財団が定める処務規程と金券等取扱要領に基
づき金銭の取扱い及び経理事務を適正に行った。
財団による内部監査を10月に実施するとともに、所
管部局である札幌市教育委員会による指定管理
財務・業務検査を３月に受け、適正に処理されてい
ることを確認した。
　現金の取扱いの際は複数名の職員による確認を
徹底するとともに、管理部門責任者は必要書類・帳
簿のチェックを行い、収入および支出事務を適正に
行った。

　当財団が定める
処務規程と金券等
取扱要領に基づ
き、金銭の取扱い
及び経理事務を適
正に行った。

▽　要望・苦情対応

　苦情の対応にあたっては「迅速・丁寧・真摯・平
等」な対応を心がけ、対応後は職員間で情報を共
有した。また、アンケート等に記載があった場合
は、受取りの際、団体代表者に直接口頭で内容を
確認し、以降の苦情発生の低減に努めることをとお
して利用満足度の向上に努めた。

　アンケート等に記
載があった場合
は、受取り時点で
団体代表者から詳
細を聞取ることを
徹底し、以降の類
似ケースの発生の
低減に務めた。

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタ
リングの実施、事業報告、札幌市の検査等への対応、
自己評価の実施）

　紙面、電子の各
媒体を活用し各職
員がそれぞれ記録
を実施した。
　報告の作成では
電子データを活用
し、職員間で効率
的に報告の作成を
進めた。

6
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

　適切な労務管
理が行われてい
るとともに、労働
環境の向上を目
指し、時間外勤務
の削減等に取り
組んでいる。

　令和７年１月に
実施した水質検
査において、レジ
オネラ属菌が検
出されていたにも
関わらず浴室の
使用が行われて
いた事案につい
て、特に大きな問
題点は日常的な
清掃や点検の手
法はもとより、検
査結果の内容を
見落としたところ
にあることは市保
健所からも指摘さ
れており、利用者
の安全が十分に
確保されていると
は言い難く、要求
水準は未達成と
言わざるを得な
い。
　今後に向け、利
用者にとって安
心・安全な施設で
あり続けるため、
組織的な体制等
の改善を行って
いただきたい。
　なお、事案が判
明した令和７年度
に文書による改
善指導を行って
いる。
　また、事故等に
備え必要な補償
内容を含んだ保
険に加入してい
る。

（３）施設・設
備等の維持
管理業務

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向
上への配慮、連絡体制確保、保険加入）

（２）労働関
係法令遵
守、雇用環
境維持向上

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上(事故の有
無などの安全衛生面を含む)

　労働基準法、労働安全衛生法、男女雇用機会均等
法、育児・介護休業法等の労働関係法令を遵守するた
め、就業規則を整備し、必要な届け出を確実に行うとと
もに適切な労務管理を行った。また、職員一人ひとりの
ライフスタイルに合わせた働き方ができるよう、雇用環
境の向上に取り組んだ。

　法令遵守のもと、
年次有給休暇の取
得を推進した。ま
た、時間外勤務削
減等、効率化につ
ながる勤務体制の
見直しを行い、労
働環境の整備に努
めた。

　レジオネラ属菌
検出後の確認体制
の不備により、そ
の後の対応の遅
滞、多くの利用者
に不安を与えた。
再発防止に向け、
施設管理業務マ
ニュアルを再整備
し、日常の点検方
法等について職員
が適切に行動でき
るよう、具体的な手
順を定めた。
　特に浴室衛生管
理について、第三
者委託先である検
査機関との仕様書
の変更、立会手順
等を見直す。報告
書は管理職まで確
認し、組織的に管
理、把握する体制
を構築するなど、
利用者の安全面に
関する業務改善に
取り組む。
　※年度を跨いだ
対応のため記載

＜利用者の安全確保＞
　日常的な点検や整備により、常に最良な状態を保
つよう管理し、維持管理の作業にあたっては、施設利
用者の支障にならない時間帯や作業内容に配慮し
た。
　朝礼及び17時時点での引継ぎ、事業日誌での情報
共有をとおして職員間で確認を行い、危険箇所の早
期発見、故障の未然防止に努めるとともに、故障が
起こった際は迅速な初期対応を行うことで、利用者の
安全確保に努めていたが、令和７年１月31日実施の
水質検査にて、女子浴室シャワーからレジオネラ属
菌が検出されたにもかかわらず、検査報告書の確認
ミスにより、同年５月８日に第三者委託業者より連絡
があるまでレジオネラ属菌が検出されたことに気づか
ず女子浴室を開放してしまっていた。検出を確認後、
直ちに女子浴室の利用を制限し、消毒、清掃ののち
再検査を実施。また保健所の指導のもと、改善を行
い、５月14日より女子浴室の利用を再開した。検査時
の立会を徹底するとともに、報告書の確認は管理職
まで回議し組織的に行う体制とした。

＜市民サービス向上への配慮＞
　利用アンケート調査を行い、利用者の満足度を測
定するとともに、意見、要望等の把握に努め、寄せら
れた意見に対し誠実に対応した。

＜連絡体制確保＞
　札幌市教育委員会、国営滝野すずらん丘陵公園事
務所、滝野管理センター、関係機関との連絡体制を
確立し、緊急時に迅速な対応をとれるよう備えた。

＜保険加入＞
　万が一の場合に備え、各種損害賠償責任保険に加
入した。
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▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、
修繕、備品管理、駐車場管理、緑地管理等）

　建物・設備等の点検は、施設内及び外観の劣化
や機能の低下の有無について日常的に実施し、破
損や不具合等については発見次第、早急に対応を
行った。
　防火管理については防火管理者を配置、自衛消
防組織を編成し、関係機関へ消防計画を提出の
上、消防訓練を２回実施した。なお、令和５年２月
28日より防火対象物点検特例認定施設として再認
定を受けている。

＜警備業務＞
　夜間における施設の警備、施錠・開錠等、施設内
外の警備を専門業者に委託し実施した。

＜清掃業務＞
　施設内外の清潔感、衛生面を考慮し専門業者に
委託し実施した。
　また、ワックスがけなど特殊な技術が必要なもの
についても特別清掃として同業者に委託した。

＜塵芥処理・産業廃棄物収集運搬処理業務＞

　一般廃棄物、飲料缶・ビン・ペットボトル等の再生
可能廃棄物、生ゴミ等の日常的な廃棄物について
専門業者に委託し、定期収集により衛生管理上の
問題が生じないよう処理した。また、産業廃棄物等
については順次専門業者に依頼し処理した。

　日常的点検や整
備により、常に良
好な状態を保つよ
う管理した。また作
業は、利用者の支
障にならないように
配慮した。
　職員間の情報共
有を常に実施し、
危険箇所の早期発
見、故障の未然防
止に努め、故障の
際は迅速に初期対
応を行うことで、利
用者の安全確保に
努めた。

法令に基づく管理項目
1. 自家用電気工作物保安管理（毎月実施／年次
点検年１回実施11月）
2. 受水槽・貯湯槽等消毒点検（年１回10月）
3. 空気環境測定（年６回実施　４、６、８、10、12、２
月）
4. ねずみ衛生害虫等防除業務（年２回　４月、10
月）
　 ※厨房のみを追加で４回実施（６月、８月、12月、
２月）
5. 屋内外雑排水管清掃（年２回　５月、11月）
6. 汚水槽・グリスピット清掃（年２回　５月、11月）
7. 水質検査（年２回　６月、１月、Ｒ７.５月）
　※１月未実施の箇所があり令和７年５月に該当
箇所の検査を実施した。
8. 研修棟・多目的ボイラー整備（７月）
9. 消防設備点検（年２回実施　８月、２月）
10. 建築基準法十二条点検（設備点検/年１回　８
月実施）
11. 研修棟ボイラー煤煙濃度測定（年２回　９月、３
月）
12. 高温風暖房機保守点検（11月）
13. 多目的ホール吸煙装置保守点検（昇降装置
/11月実施）
14. 多目的ホール吸煙装置保守点検（排風装置
/11月実施）
15. 浴槽循環装置（ろ過器）清掃（12月実施）
16. 石油燃焼機器点検（７月）
17. 建築物環境衛生管理技術者（毎月実施）
※すべて第三者委託により実施

　日常的な点検
や整備等により、
良好な状態が保
たれるよう努めて
いる一方、レジオ
ネラ属菌検出事
案の判明後に実
施した臨時業務
検査において、６
か月に１回実施
すべき検査が未
実施であるなど、
一部業務の不履
行が確認された
ことから、特に第
三者へ委託して
実施する施設・設
備等の維持管理
に係る仕様内容
を必要に応じて
見直すなど、利用
者の安全が十分
に確保されるよ
う、より一層努め
ていただきたい。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

①施設利用に係る利用者への指導助言 　合同説明会や
下見会によるき
め細やかな支援
により、施設利用
にあたって利用
団体の不安解消
等に繋がってい
る。
　一方、特に出前
授業では実績値
が昨年度（116校
8,627名）に比べ
減っていることか
ら、実施内容の
見直し等を行い、
施設外でも多くの
体験機会が提供
できるよう努めて
いただきたい。

　防火管理者を配
置し、南消防署へ
自衛消防組織と消
防計画を提出して
いる。また、年２回
消防訓練と救命講
習を実施した。令
和５年２月28日よ
り、防火対象物点
検特例認定施設と
して認定を受けて
いる。

　防火管理者の
配置や訓練の実
施等、法令に沿っ
て適切に対応し
ている。

冬季の災害を想
定しての部分訓練

▽　青少年の集団生活・野外活動等の指導助言に関す
る業務

▽　防災

訓練実施日 実施内容 想定内容

令和６年
５月21日

総合訓練
(消火、通報、
避難、災害対策)

火災、地震等を想
定しての総合訓練

令和６年
12月６日

部分訓練
(消火、避難、
災害対策)

合同説明会

合同下見会及び個別下見対応事業 934名

87校6,637名

195校

（４）事業の
計画・実施業
務

参加人数

145校396名

令和７年度市内小中学校利用抽選会

出前授業

　利用状況や宿泊
学習とその事前学
習が円滑に行われ
るよう、プログラム
等の紹介や事務手
続きに関する説明
は積極的にオンラ
インやホームぺー
ジを活用し、情報
提供を心掛けた。
個別下見は件数が
前年度より増え、よ
り細やかな対応を
心掛けた。また、出
前授業では事業方
針でもある探究や
対話を大切にした
内容とし、相互理
解を深めた。

事業名

　利用団体の活動がスムーズに行われるよう、プログラ
ム立案時の事前相談、入館から退館まで適切な利用
案内及び積極的な指導助言を行った。
・事前調整
・利用打合せ
・活動支援
・夜間対応　等

・利用支援・促進事業
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春
夏
秋

冬

　環境や防災に関
する取り組みを希
望する団体も増加
傾向にあり、山の
家における活動
ニーズも多岐にわ
たってきた。集団宿
泊活動や野外活動
が及ぼす教育的効
果や可能性を考慮
しながら、国営滝
野すずらん丘陵公
園等の自然環境を
最大限に活用し実
施した。
　また、環境教育・
ESD及び様々な社
会的課題の解決
（SDGs）の視点を
意識した魅力的な
活動プログラムを
モデルケースとして
体験いただき、今
後に向けて検証を
行った。

　利用団体の
ニーズの変化等
にも柔軟に対応
し、施設周辺の
フィールドを活か
した多様なプログ
ラムを提供してい
るほか、新規プロ
グラムの開発も
積極的に行って
いる。引き続き、
検証結果をもとに
魅力的なプログラ
ムの開発に取り
組んでいただきた
い。

自然体験

炊事

活動プログラム

野
外
活
動

・ハイキング
・ウォークラリー
・オリエンテーリング
・キャンプファイヤー
・ナイトハイキング
・火起こし体験
・星空観察
・自然観察
・バードウォッチング
・野外で授業ウォークラリー

・自然観察
・スノーシュートレッキング
・チューブすべり
・アニマルトラッキング
・イグルーづくり
・歩くスキー
・スノークラフト
・スノーキャンドルづくり

②提供プログラム

活動プログラム

　これまでの自然体験活動を更に推進するため、施設
及び公園フィールド等を活用し、環境教育・ESD及び
様々な社会的課題の解決（SDGs）の視点を意識した魅
力的な活動プログラム（事業）を開発・提供した。

（４）事業の
計画・実施業
務

・防災炊事
・焚火でおやつ体験
・カレーライス
・肉野菜炒め
・豚汁

室
内
活
動

動的活動

クラフト活動

分類

分類

・室内キャンプファイヤー
・キャンドルサービス
・ソフトバレーボール
・バドミントン
・フォークダンス
・ニュースポーツ
・レクリエーション
・館内生き物さがし

【セルフクラフト】
・マイ箸づくり
・木のマグネット
・軟石クラフト
・風車

10



（別紙１）

大人も子どもも宿泊学習

　札幌市林間学校
及びあそびばざー
る等においては札
幌市教育委員会、
札幌市野外活動教
育研究会や滝野す
ずらん丘陵公園、
ボランティア団体な
どの関係機関と連
携し、主に小学生、
保護者向けの自然
体験プログラムを
提供した。

２回

空き室活用事業
フリープラン事業

２回

①体験活動の普及・啓発事業
　これまで当財団が実施してきた自然体験活動事業の
ノウハウを最大限に発揮することを念頭に事業を展開
した。自然体験の場、集団生活の場としての機能を十
分に発揮し、自然とのふれあいや日常生活とは異なる
活動の中で、豊かな感性や知的好奇心、健やかな体を
育み、青少年の健全育成に努めた。

▽　青少年の集団生活・野外活動の普及・振興に関す
る業務

（４）事業の
計画・実施業
務

〈R6計画にない新事業〉

39名

アドベンチャーキャンプ！ １回 15名

あそびばざーる2025

事業名

札幌市林間学校

空き室活用事業
気軽に滝野に泊まろう

参加人数

170名
191名

３回

回数

夏季４回
冬季４回

　宿泊学習におい
てESDの推進に係
るモニタープログラ
ムを実施した。実
践することで有効
なプログラムという
ことを実感すること
ができた。またRe:
とまるべぇはさっぽ
ろまなびのサポー
ト事業との連携事
業として実施した。
貧困世帯で体験格
差が生じている可
能性のあるこども
たちを対象に事業
を実施し、体験活
動の一助となった。

　社会課題に基
づく事業において
は、経済的な事
情による体験格
差等に焦点を当
て、組織内での
横の繋がりを活
かしつつ、様々な
視点で事業を展
開している。

回数

１回

687名

56名

11回

３回

②社会課題に基づく事業
　生涯学習及び誰一人取り残さない観点から、体験活
動の普及振興と、体験プログラムの拡充を図ることを目
的に実施した。

やりたいをかなえる「こども
どまんなか」プロジェクト

１回 95名

定山渓自然の村プレゼン
ツイベント雪灯路CAMPフェ
ス

１回 1,600名

一時保護所特別活動実施
支援業務

事業名

653名

２回 88名

1,005名

２回 66名

地域連携事業
たきのの森フェス参加

プログラム体験会

　札幌市林間学
校をはじめ、施設
のみならず、関係
団体との連携を
意識して事業を
実施している。
　特に「あそびば
ざーる」では、広く
協力団体を募っ
たことで新たな
ネットワークが構
築され、結果とし
て昨年度と比べ
多くの方々に参
加していただくこ
とができ、体験活
動の普及・啓発に
繋がった。

ESDの推進に係るモニター
プログラム

参加人数

札幌市青少年山の家×ス
ペシャルまなべぇ　RE:とま
るべぇ

１回 108名

176名
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④地域連携事業
　地域の施設と連携し、それぞれの長所を生かした事
業を展開した。また、近隣施設とのネットワークの拡充
を図った。

札幌藻岩高校　総合的な
探究の時間
（MSP）における連携事業

２回 47名

１回

　関係団体との交
流も積極的に行
い、情報収集に
努めている。

北海道青少年教育施設協
議会　所長研修・職員研究
協議会

こどものためのナイフワー
ク指導者講習会

▽　青少年の集団生活・野外活動等の調査研究に関す
る業務
　独立行政法人国立青少年教育振興機構、日本キャン
プ協会、北海道青少年教育施設協議会、アウトドア
フォーラムなど、これまで当財団が培ってきた他団体と
のネットワークを最大限に活用し、野外活動に関する調
査研究と最新の情報収集を行った。

23名

１回 67名

（４）事業の
計画・実施業
務

　関係機関との関
わりを通して情報
共有することで、施
設運営についての
振り返りや、ネット
ワークを繋ぐため
の有効な機会と
なった。

　主催事業への
参加等によりボラ
ンティアの活躍の
機会を積極的に
設けている。ま
た、新たに指導
者講習会を実施
するなど、野外教
育のネットワーク
拡充にも努めて
いる。

③指導者養成事業
　野外教育に関わる指導者の養成、ボランティアの育
成・活動支援を行い、更なる野外教育ネットワークの拡
充・野外活動の普及振興に努めた。

回数 参加人数

11名１回

ボランティア
ミーティング

３回 18名

ボランティア
活動支援事業

12回 29名

インターンシップ
受入れ

１回 １名

キャンプインストラクター養
成講習会

　あそびばざーる
2025において昨年
度に引き続き高校
のボランティア部の
活動の一環として
山の家事業に協力
いただいた。また
山の家ボランティア
養成講座を実施
し、新規ボランティ
アの発掘、育成を
行った。

事業名

12
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30 27

▽　不承認 0件、取消し0件、減免 228件、還付0件

▽　利用件数等

R6年度計画 R6年度実績

36,44030,000

▽　利用促進の取組

▽　引継ぎ業務

前年度からの継続のため、引継ぎ業務は特になし

　委託業務や物品の購入、パンフレットの印刷等に関して札幌
市内の企業等を積極的に活用した。

パッケージドプログラム出張
事業ヒグマトランクキット

16回

　自主事業は関係
機関より要請を受
けて実施した。ま
た、トランクキット事
業は環境教育の推
進につながった。

２回 140名

12回 730名

795名

▽　自主事業

事業名 回数 参加人数

　引き続き、新規利
用者の獲得のため
の広報活動、利用
促進を行っていく。

　利用促進活動としてリーフレット配布を行った。ま
た、利用実績のあった団体を中心に利用促進活動
を行った他、当財団の多様な部門に対して利用促
進を図ることにより、施設利用稼働率の維持向上
に努めた。

　広報媒体として配布しているパンフレットの内容
の見直しを行い、情報を修正した。また、ホーム
ページにて活動の紹介を修正し、最新情報の提供
に努めた。

２　自主事業その他

　既存の広報媒体
に加え、ホーム
ページの他SNSも
有効に活用した。
引き続き、利用促
進を目的に、積極
的な広報活動に取
り組む。

（５）施設利
用に関する
業務 R5年度実績

実利用人数（人） 39,675

　利用者数は目
標を上回っている
ものの、利用者
の移動手段であ
る借上げバスの
料金上昇等の外
部要因による影
響を受け、昨年
度と比較すると減
少に転じた。
　閑散期や一般
利用団体の利用
促進には工夫の
余地があることか
ら、引き続きリー
フレットやSNSの
活用により積極
的な広報活動を
行っていただきた
い。

　ホームページや
SNS等を通じ、施
設のPRや情報提
供を行っており、
掲載内容等も適
宜見直しが図ら
れている。

【売店での物品販売及び自動販売機の設置】
　窓口にて物品販売を行うほか、自動販売機による清涼飲料水及び
氷菓の提供を行い、利用サービスの向上に努めた。

利用者にニーズの
高い商品が自動販
売機で販売されて
ることが、利用者に
好評を得ていた。売上金額（物販） 525,000円

（令和５年度実績：63,490円）

　市内企業の積極
的な活用へ向け、
職員間で情報共有
を図った。

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

　自主事業の実
施状況は承認内
容と同一であり、
かつ区分経理が
適切になされて
いる。
　ヒグマトランク
キットの実施回数
が昨年度の３回
から16回に増え
ており、引き続き
環境教育の推進
に努めていただ
きたい。
　また、物品販売
等では利用者
ニーズを的確に
捉え、利便性の
向上に繋がって
いることが売上金
額に表れている。

　コロナ禍を経て、
利用数はコロナ禍
前に戻りつつある。
一方、バス料金の
上昇に伴い、利用
者数が減少してお
り、特に冬の利用
に影響が出た。

閑散期の
一般利用団体数（件）

27

▽　広報業務（６）付随業
務

パッケージドプログラム出張
事業駒岡小学校講師派遣

パッケージドプログラム出張
事業歩くスキー出前授業

13
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　各団体にいただ
いたアンケートにつ
いて、いずれの項
目についても目標
値を超えており、高
評価をいただいて
いる。

　学校との調整に
て、職員の丁寧な
対応が評価されて
いた。特に、体調
不良の児童の保護
者による送迎に
て、警備員と連携
し行動することが
好評を得ていた。
また、食堂に対す
る感謝の声も多く、
可能な範囲で臨機
応変に対応してい
ることが評価されて
いる。引き続き、食
堂と連携しサービ
ス向上に努めてい
く。

利用者
からの
意見・要
望とそ
の対応

【主な意見①】
・何度もデータの訂正、電話連絡、質問に対し、丁寧
に答えていただきありがとうございました。キャンプ
ファイヤーでのサポート、道案内とても助かりました。
感謝しています。
・途中で帰る子や、夜中に体調不良の子が出て親に
引き取りに来てもらいましたが、職員の方や警備の
方の対応がとても丁寧で助かりました。ありがとうご
ざいました。
・YouTube動画たくさん活用しました。ありがとうござ
いました。
・夜～朝の大浴場のシャワーはとてもありがたかった
です。お世話になりありがとうございました。

【主な意見②】
・食事のメニューが以前の業者さんの方がバリエー
ションもあり人気がありました。調味料があったり朝も
ふりかけや納豆があると嬉しいとの意見もあった。
【対応】
・ふりかけ等は、食物アレルギーの観点から導入が
難しかったため、令和６年度からごま塩を導入した。

【主な意見③】
・キャンプファイヤーに関して、約45分のプログラムで
準備していたのですが、中盤くらいには火が弱くなっ
ていました。薪をもう少し用意していただけるとありが
たいと思いました。
【対応】
・薪の組み方によって、時間を調整することができる
ため事前に職員に相談するよう案内している。

【主な意見④】
・風のはらっぱの圧雪をしていただけると助かる(むず
かしそうですが…)スキー板に雪がつきやすい。
【対応】
・適宜、公園管理事務所に圧雪の依頼をしている。

３　利用者の満足度

▽　利用者アンケートの結果

実施方
法

　入館時に各団体にアンケートを依頼し、退館時に回
収した。方法としては紙面での回答の他にQRコード
を用いたオンラインを用いての方法で行った。

結果概
要

配布数：350件　　回収数：297件（回収率：84.9％）
・利用のしやすさに対する満足度　91％（目標：80％
以上）
・職員の接遇に関する満足度　98％（目標：80％以
上）
・活動プログラムに対する満足度　97％（目標：80％
以上）
・総合満足度　97％（目標：80％以上）

　例年同様、利用
者の満足度は目
標を大きく上回
り、すべての項目
で要求水準を10
ポイント以上超
え、高水準を維持
している。特に、
職員の接遇に関
する満足度は高
く、職員の丁寧な
対応に感謝する
利用者の声が多
く届いており、利
用者の満足度の
高さにつながって
いることが窺え
る。

14
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　利用者が施設
まで移動する手
段の一つである
借上げバスの料
金値上がりや運
転手不足などの
外部要因により、
利用者数が伸び
悩み、利用料金
収入が計画より
減少した。
　また、支出面に
おいては、１日の
利用者数と光熱
水費とのバランス
に課題が見えて
いることから、効
率的な利用案内
など改善に向け
た取り組みを進
めていただきた
い。

129,390

支出

指定管理業務支出 214,537 214,270 ▲ 267

▽　収支 （千円）

項目 R6年度計画 R6年度決算 差（決算-計画）

収入 ▲ 4,845213,040 208,195

指定管理業務収入 212,410

630 1,356

214,727 417

1,986

215,144

127,294

適

適

▲ 6,949 ▲ 5,262

＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

▽　安定経営能力の維持 不適

　収入を確保するため、または安定した収入を確保するため新
たなアイデアと取り組みが必要である。今までの安定経営に向
けたノウハウを維持しつつ、新たな発想と財団のネットワーク
を活かし、新たな収入を模索することで安定経営を目指してい
く。

不適

・収入については、計画より4,845千円の減となった。コロナ禍を経て
利用は回復しているもののバス代金の高騰の影響や、運転手不足に
伴うバス確保の困難さが利用に歯止めをかけている。
・支出においては、前年度に引き続き１日の利用者数が少なく収入が
少なくても、多くの光熱水費が発生していることが課題である。

　計画より決算に
て収入が減り、支
出が増加している
ことが課題である。
また、物価の高騰
が、収支バランス
に大きく影響してい
る。小学校を中心
とした利用は安定
しているので、大学
や高等学校、シニ
ア世代も含め大人
の利用を促進する
ことが必要と捉え
ている。また、利用
料金と光熱水費の
バランスを考慮し、
効率的な利用案内
に取り組み、収支
バランスの向上に
努める。

206,209 ▲ 6,201

2,096

4,395 ▲ 1,151

指定管理費

利用料金 79,570 72,424 ▲ 7,146

その他 5,546

自主事業収入

▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマ
ン条例及び暴力団の排除の推進に関する条例への対応

・各条例、規定に則って適切に対応した。
・情報公開請求はなかった。
・オンブズマンの実地調査はなかった。
・札幌市暴力団の排除の推進に関する条例の基本理念に則
り、暴力団の活動に施設を利用させない、委託や物品購入な
ど暴力団や暴力団関係者を契約の相手方としない等、暴力団
排除に取り組んだ。

874 684

▽　説明

法人税等 0 0 0

純利益 ▲ 1,687

自主事業支出 190

収入-支出 ▲ 1,687 ▲ 6,949 ▲ 5,262

0 0 0利益還元

４　収支状況
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Ⅲ　総合評価

【所管局の評価】

総合評価 改善指導・指示事項

【指定管理者の自己評価】

総合評価 次年度以降の重点取組事項

　施設管理において、令和７年１月に実施した水質
検査の結果、女子浴室シャワーホースから基準値を
超えるレジオネラ属菌が検出された。また、検査結
果の見落としに伴い利用者への周知が大幅に遅滞
した。山の家は、様々な施設維持に係る業務がある
ので、一つ一つの業務理解を深め、丁寧に履行して
いく。

　新規事業として『こどもどまんなかプロジェクト』を実
施。児童会館の小学生、清田区まなびのサポート事
業参加者と、山の家でのプログラムを計画するところ
からこどもたちの意見を聴きながら事業を行った。子
どもたちの主体性、創造性を育むきっかけとなったよ
うに感じた。また札幌市林間学校事業においては、
札幌市教育委員会、札幌市内小学校等の教員の
方々と協働することで社会教育と学校教育相互の理
解とメリットを活かしたかたちで事業実施できるように
なってきた。『Reとまるべぇ』では、札幌市まなびのサ
ポート事業と連携したかたちで貧困における体験格
差解消を目指して実施し、100名を超える参加申し込
みがあり、ニーズがあることがわかった。

　広報活動としては、ホームページ、Facebookの他
にInstagramにも力を入れて、事業参加者などに周知
したことでフォロワーは５倍程の増加があった。今後
も引き続き、SNSでの広報活動を強化していきたい。
さらに令和５年度より実施している『あそびばざ～る』
では、自然体験、体験活動などに関わる団体等を公
募したところ、これまでつながりのなかった３団体が
運営に携わっていただいたことでネットワークがつな
がったとともに、事業参加者数も500名を超えたこと
により、たくさんの方々に施設、活動内容を知ってい
ただく機会となった。

　利用者が安心・安全な環境で活動できるよう、今一度
施設管理体制と、第三者への委託業務の監督水準の
向上を図る。業務実施前に綿密な打ち合わせを行い、
業務実施立ち合いの際はチェックリストに基づき作業
内容を確認する。検査結果を確認する際は検査結果
一覧表を用いて、管理水準の向上に取り組む。

　「体験をとことん楽しむ探求の家」と「公正な社会を生
み出す対話の家」を軸に、ウェルビーイングかつ多様
性を認め合う社会の実現を目指し、自然体験をはじめ
とするあらゆる体験活動を提供することで、すべての人
たちが公正に体験活動にチャレンジできる環境を醸成
する。また、社会課題解決に率先して取り組み、青少
年山の家の利用価値向上を図ることで、社会教育施設
としての存在意義を高める。事業運営面では、持続可
能な運営を目指すためには、施設の新たな利用方法
を提案し、かつ効果的な広報活動に注力し収益の改
善を図る。

　目標①：利用者ニーズや学校教育の動向をとらえた
プログラムの充実化と戦略的な広報活動を行い、市内
小学校の利用継続と新規利用団体を獲得することで
利用者数の増加につなげる。

　目標②：業務内容の見直しや改善、デジタルツール
の導入等を行い事務、管理業務の簡便化を図る。

　目標③：物価上昇に対応するため、施設の運営方法
や使用料金等を見直し収支バランスの改善を図る。

　令和７年１月にレジオネラ属菌が検出されていたにも
関わらず、検査結果の内容を見落とし、浴室の使用が
行われていた事案については、令和７年５月に事案判
明後、改善指導を行ったところ。（指定管理者の改善状
況については、令和７年度評価に反映する。）

　アンケート結果のとおり、利用者満足度は高水準を
維持している。特に、施設職員の丁寧な対応に対して
好意的な声が多数寄せられており、利用者にとって安
心感のある施設運営が行われていることが窺える。
　一方で、借上げバスの料金値上がりなどの外部要因
による影響を受け、昨年度と比較し利用者数が減少し
ていることから、利用者満足度の高さを効果的にPR
し、スポーツ少年団や企業など学校団体以外への働き
かけや、家族を対象とした事業など新たな取り組みを
積極的に進め、閑散期である冬季間における利用者
を確保することにより収支面での課題を解決していく必
要がある。
　なお、令和７年１月に女子浴室でレジオネラ属菌が
検出された事案に関しては、令和７年５月に判明した
ものであるが、令和６年度中に発生していることから評
価に反映している。
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